
　
　

教員が授業内容・方法を改善し向上させるため
の組織的な取組の総称。具体的な例としては、
教員相互の授業参観の実施、授業方法につい
ての研究会の開催、新任教員のための研修会
の開催などが挙げられます。大学設置基準等
では、こうした意味での FD の実施を各大学に
求めていますが、FD の定義・内容は論者によっ
て様々であり、単に授業内容・方法の改善の
ための研修に限らず、広く教育の改善、更に
は研究活動、社会貢献、管理運営に関わる教
員団の職能開発の活動全般を指すものとして
FD の語を用いる場合もあります。

（中央教育審議会大学分科会　制度・教育部会　学士課程教育の

在り方に関する小委員会「学士課程教育の再構築に向けて」の

用語解説より）

FDとは
（FD：ファカルティ・ディベロップメント）

平
成
20
年
２
月
、「
甲
南
大
学
F
D
委
員
会

内
規
」
は
「
甲
南
大
学
F
D
委
員
会
規
程
」
に

生
ま
れ
か
わ
り
ま
し
た
。
今
回
の「
内
規
」か
ら

「
規
程
」
へ
の
変
更
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
の

大
学
院
で
の
F
D
の
義
務
化
に
は
じ
ま
り
、
平

成
20
年
度
か
ら
は
学
士
課
程
に
お
い
て
も
F
D

の
義
務
化
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
、
大
学

全
体
と
し
て
本
格
的
な
取
組
み
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
対
応
し
た
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
全
学
的
な
F
D
活

動
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
①
大
学
院
研
究

科
の
委
員
を
加
え
る
。
②
委
員
の
任
期
を
１
年

か
ら
２
年
に
変
更
す
る
。
③
機
能
的
に
活
動
す

る
た
め
に
分
科
会
の
設
置
を
可
能
と
す
る
。
④

教
職
共
同
で
の
組
織
的
な
取
り
組
み
を
促
進
す

る
た
め
、
委
員
に
教
務
部
所
属
の
専
任
職
員

管
理
職
１
名
、
大
学
企
画
室
所
属
の
専
任
職

員
管
理
職
１
名
を
加
え
る
体
制
と
す
る
、
な
ど

の
変
更
を
加
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
甲
南

大
学
の
F
D
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

く
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
今
後
も
F
D
委
員

会
の
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

テ
ー
マ「
初
年
次
教
育
に
つ
い
て
」

　
　 

講
師
　
濱
名　

篤　
氏

　

︵
関
西
国
際
大
学
学
長
︶

　

東
京
大
学
が
行
っ
た
日
本
の
大
学
生
4
万
人

の
サ
ン
プ
ル
調
査
に
よ
る
と
、65
％
の
学
生
が
平

日
1
日
の
学
習
時
間
が「
1
～
5
時
間
」程
度
、

ま
た
は
1
時
間
未
満
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、上
位
ラ
ン
ク
校
か
ら
下
位
ラ
ン
ク

校
ま
で
、ほ
と
ん
ど
皆
同
じ
結
果
に
な
る
そ
う
で

す
。ま
た
、大
学
に
入
っ
た
も
の
の
授
業
に
つ
い
て

い
け
な
い
、あ
る
い
は
途
中
退
学
し
て
し
ま
う
学

生
も
多
く
、日
本
の
大
学
の
質
の
低
下
は
大
変

深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、日
本

の
大
学
生
の
多
く
は
、「
学
士
力
」を
十
分
に
身

に
付
け
ず
に
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。「
学
士
力
」と
は
、ど
ん
な
大
学
も
最
低
限

大
学
を
卒
業
し
た
学
士
号
を
取
得
し
て
い
る
人

間
と
し
て
共
通
に
育
成
す
る
べ
き
も
の
、学
部
・

学
科
、あ
る
い
は
就
職
先
、進
路
が
ど
の
よ
う
な

業
種
・
職
種
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、最
大
公
約
数

と
し
て
求
め
ら
れ
る
能
力
の
こ
と
で
す
。こ
の
よ

う
な
力
が
、学
生
た
ち
が
卒
業
す
る
際
に
十
分

備
わ
っ
て
い
な
い
の
で
す
。こ
う
し
た
現
状
を
打
破

す
る
た
め
、初
年
次
教
育
の
導
入
を
検
討
す
べ

き
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
お
話
し
し
て
い
る
初
年
次
教
育
は
、も

と
も
と
ア
メ
リ
カ
で
普
及
し
は
じ
め
ま
し
た
。ア

メ
リ
カ
で
の
初
年
次
教
育
で
は
、学
生
が
高
校

か
ら
大
学
に
円
滑
な
移
行
を
図
る
こ
と
が
で

き
、な
お
か
つ
大
学
へ
の
適
応
を
促
進
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
り
、も
と
も
と
は
中
退
防
止
策
と

し
て
有
効
だ
と
い
う
こ
と
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
は
学
生

の
質
の
向
上

や
環
境
適
応

能
力
に
効
果

が
あ
る
と
い

う
こ
と
と
、教

員
あ
る
い
は

ス
タ
ッ
フ
の
Ｆ

Ｄ
に
非
常
に

効
果
が
上
が

る
と
い
う
こ

と
で
日
本
で
も
取
り
入
れ
る
大
学
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。こ
の
初
年
次
教
育
を
実
施
す
る
に

お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、教
員
が
一
方
的
に
授
業

を
行
う
の
で
は
な
く
、「
双
方
向
のA

ctive　

Learning

」の
考
え
方
に
沿
っ
て
、体
験
型
、参

加
型
の
授
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。そ
う
し
た
初
年
次
教
育
を
取
り
入
れ
た

結
果
、本
学
で
も
学
生
の
中
退
率
の
抑
制
に
関

し
て
は
効
果
が
出
て
い
ま
す
。た
だ
、こ
う
し
た

方
法
は
、す
ぐ
に
効
果
が
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。継
続
し
て
実
施
し
て
こ
そ
、効
果
が
発
揮

さ
れ
る
の
で
、到
達
目
標
を
で
き
る
だ
け
具
体

的
に
設
定
し
、組
織
的
、継
続
的
な
運
用
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

（
後
日
講
演
録
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。）

現代の大学では卒業生の質
の保障が最も大切である。こ
の点を踏まえた FD 活動が希
求されていると同時に、新入
生に対するリメディアル教育を
通して学生の学識受容能力
を更に向上させることが必要
である。今後、甲南大学でも
これらの課題に一層取り組む
べきであることを強く感じた。

FD委員会内規からFD委員会規程になりました！
N E W S 1

N E W S 2
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●❶  FD委員会内規がFD委員会規程になりました！
●❷  2月20日、FD研修会を開催しました！
●❸  国際言語文化センターでの取り組み
●❹  学外 FDセミナー参加報告
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2月20日、FD研修会を開催しました！

FD 研 修 会 に 参 加 し て

経営学部
教授
廣山　謙介

［甲南FDニュース］

F
D
委
員
会
で
は
、2
月
20
日（
水
）

の
14
時
か
ら
第
1
会
議
室（
3
号
館

7
階
）に
お
い
て
、F
D
委
員
、部
局

長
を
対
象
と
し
た
F
D
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。



N E W S3

N E W S4

教
育
の
質
を
高
め
る
た
め
の
授
業
改
善

　

授
業
改
善
の
た
め
の
言
語
教
授
法
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
開
発
研
究
は
、
国
際
言
語
文
化
セ

ン
タ
ー
の
主
た
る
業
務
の
一
つ
で
す
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
1
9
9
6
年
以
来
、
言
語
教

授
法
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
研
究
会
を
す
で
に

24
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
研
究
テ
ー
マ
と

し
て
は
、「
学
生
の
学
び
の
意
欲
を
高
め
る
外

国
語
教
育
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」、「
学
習
者
中
心

の
外
国
語
教
育
を
考
え
る
」、「
大
学
に
お
け

る
語
学
の
授
業
法
を
め
ぐ
っ
て
」、「
外
国
語

教
育
を
通
し
て
の
異
文
化
・
自
文
化
理
解
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
言
語
文
化
教

育
の
授
業
改
善
に
つ
な
が
る
内
容
で
す
。
毎

年
、
各
言
語
担
当
者
の
実
践
研
究
発
表
、
専

門
家
の
講
演
、
参
加
者
を
交
え
て
の
質
疑
応

答
と
全
体
討
議
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

甲
南
大
学
の
教
職
員
、
近
隣
の
大
学
教
員
、

教
職
を
目
指
す
学
部
学
生
、
大
学
院
生
、
聴

講
生
、
社
会
人
講
座
受
講
者
な
ど
が
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。

　

言
語
文
化
教
育
を
担
当
す
る
教
師
は
、
学

習
者
の
目
標
言
語
に
お
け
る
習
熟
度
と
到
達
目

標
、
文
化
背
景
、
学
習
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
よ

く
理
解
し
て
授
業
に
臨
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
授
業
見
学
と
授
業
法
の
共
有
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
授
業
分
析
、
そ
し
て
授
業
改
善

の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
が
不
可
欠
で

す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
、
英
語
な
ど
各
言
語
別
に
、

非
常
勤
講
師
の
先
生
方
（
1
7
0
名
）
を
交

え
て
、
各
科
目
の
担
当
者
懇
談
会
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の

提
供
す
る
科
目
の
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
は
、

大
学
全
体
の
平
均
値
よ
り
も
高
い
結
果
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
1
9
9
5
年
以
来
、
大
学

執
行
部
の
英
断
で
実
現
し
た
少
人
数
制
ク
ラ
ス

編
成
や
、
教
師
側
が
授
業
改
善
に
向
け
て
意
識

を
変
え
、
学
習
者
中
心
で
双
方
向
・
コ
ミ
ュニ
カ

テ
ィ
ブ
な
授
業
の
実
現
に
努
力
し
た
結
果
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
、
英
語
の

授
業
改
善
を
紹
介
し
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
英
語
教
育
は
、
６
名
の
専
任

教
員
と
約
80
名
の
非
常
勤
講
師
の
先
生
方
（
20

名
の
英
語
母
語
話
者
を
含
む
）
が
担
当
し
て
い

ま
す
。
他
の
言
語
と
同
様
、
毎
年
、
授
業
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
全
員
に
配
布
し
、
担
当
者
会
議

で
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
基
礎
英
語
で
は
、

入
学
生
全
員
にTO

E
FL/TO

E
IC

と
の
相
関

を
測
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
共
通
テ
ス
ト
を

実
施
し
、
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
編
成 (

各
学
部
17

ク
ラ
ス
編
成) 
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
師

側
も
学
習
者
の
習
熟
度
が
理
解
で
き
、
レ
ベ
ル

に
適
し
た
E
F
L
の
指
定
テ
キ
ス
ト(B

asic, 
Interm

ediate, A
dvanced) 

を
使
用
し
て
い

ま
す
。
春
と
秋
に
専
任
教
員
が
非
常
勤
講
師
の

先
生
方
と
一
緒
に
な
っ
て
懇
談
会
を
開
き
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
共
通
指
導
と
授
業
改
善
に

努
力
し
て
い
ま
す
。
良
い
授
業
は
録
画
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
授
業
改
善
の
参
考
に
し
、
互
い
に
学

び
合
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
英
語
の
非
常
勤
講

師
の
先
生
方
は
、
専
任
教
員
の
講
義
を
い
つ
で

も
見
学
で
き
ま
す
。
基
礎
英
語
Ⅰ
で
は
専
任
教

員
が
す
べ
て
の
授
業
を
見
学
し
、
言
文
セ
ン
タ
ー

独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、
学
生
の
グ
ル
ー

プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
必
要

に
応
じ
て
、
教
師
同
士
で
教
授
法
や
、
学
習
者

の
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
基
礎
英

語
の
再
履
修
者
ク
ラ
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
学

者
の
ク
ラ
ス
は
、
で
き
る
限
り
専
任
教
員
が
担

当
し
、
個
別
な
背
景
を
持
つ
学
生
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
採
用
の
専
任
教
員
や
非
常

国際言語文化センターでの取り組み

学外FDセミナー参加報告

2
0
0
8
年
3
月
10
日
（
月
）
に
同
志
社
大

学
で
開
催
さ
れ
た
「
情
報
環
境
の
整
備
と
成

績
評
価
の
厳
格
化
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
主
催 

同
志
社
大
学
）
に
、
文
学
部
社
会
学
科
の
平

松
闊
教
授
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
平

松
先
生
に
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
ご

報
告
を
い
た
だ
き
ま
す
。

FD ニュースへのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。〔お問合せ先〕大学企画室  TEL078-435-2663（内線 2810）FAX078-435-2306　kikaku@adm.konan-u.ac.jp 

国際言語文化
センター
教授
中村　耕二

勤
講
師
の
先
生
方
に
対
し
て
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
細
か
く
行
っ
て
い
ま
す
。
専
任
教
員

は
、JA

LT,JA
C

E
T

は
も
と
よ
り
、TE

S
O

L, 
IA

TE
FL

な
ど
の
国
際
学
会
や
研
修
会
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
自
ら
の
授
業
実
践
を
発
表
し
、

国
境
を
越
え
て
E
L
T（
英
語
教
授
法
）
に
従

事
す
る
外
国
の
先
生
か
ら
も
批
判
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
て
、
常
に
自
己
の
授
業
力
、
授
業

改
善
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

F
D
（Faculty D

evelopm
ent

）
と
い
う

教
師
教
育
は
、
学
生
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
教

師
自
身
が
「
分
か
ち
合
い
、
学
び
続
け
る
態
度
」

を
育
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
社
会
の
変
化
や

学
生
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
大
学
教
員

の
指
導
力
の
向
上
と
授
業
改
善
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
共
有
で
き
る
教
育
理
念

や
教
授
法
を
分
か
ち
合
い
、
よ
り
リ
ベ
ラ
ル
で
学

際
的
な
連
携
が
必
要
で
す
。
学
生
の
学
習
に
対

す
る
自
律
性
、
協
働
性
を
養
う
た
め
に
は
、
教

師
自
身
の
教
育
に
対
す
る
意
識
革
命
、
授
業
改

善
の
た
め
の
教
育
実
践
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
教

師
自
ら
が
変
わ
れ
ば
、
授
業
に
変
化
が
生
ま
れ
、

学
習
者
の
態
度
も
変
わ
る
こ
と
は
自
明
で
す
。

教
育
と
い
う
荘
厳
な
事
業
に
携
わ
る
者
同
士
、

互
い
の
存
在
を
尊
重
し
合
い
、
助
け
合
い
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
中
に
「
学
び
の
共
同
体
」
を
構
築
さ

せ
る
こ
と
で
、
大

学
教
育
が
活
性
化

す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「言語教授法カリキュラム
　開発研究会」の様子

同
志
社
大
学
「
情
報
環
境
の
整
備
と
成
績
評
価
の
厳
格
化
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
2
0
0
7
年
度
特
色
G
P
採
択
）参
加
報
告文学部

教授
平松　闊

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
『
成
績
評
価
の
厳
格
化
と
そ
の
支
援
シ
ス

テ
ム
』
と
題
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
F
D
の
な
か
の
「
成
績
評
価
」
の

あ
り
方
に
絞
っ
て
、
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。
13
時
か
ら
17
時
と
い
う
長
時
間
に
わ
た
り
、
熱
の
こ
も
っ

た
報
告
、
議
論
が
続
い
た
。

　

U
C

LA

のA
.W

.A
stin

名
誉
教
授
の
基
調
講
演
は
、
I
E
O（
投
入
・

環
境
・
成
果
）
モ
デ
ル
と
い
う
独
特
のA

ssessm
ent

理
論
とU

C
LA

で
の
実
践
報
告
で
あ
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
学
生
お
よ
び
授
業
の
目
標
設
定

（
I
）
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
・
授
業
方
策
（
E
）
を
加
え
た
結

果
、
そ
の
目
標
が
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
た
か（
O
）
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を

総
合
的
に
組
み
立
て
、
実
践
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
大
い
に
刺

激
的
な
講
演
で
あ
っ
た
。
と
も
す
る
と「
教
育
・
授
業
担
当
者
」の
問
題

に
特
化
し
が
ち
な
F
D
お
よ
び
教
育
評
価
の
在
り
方
は
、
学
生
、
大
学
、

教
職
員
全
体
と
し
て
の
問
題
で
あ
る
こ
と
、
組
織
的
に
取
り
組
む
べ
き

も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
成
績
評
価
の
厳
格
化
＝
G
P
A
の

導
入
」
と
い
う
短
絡
的
に
結
び
つ
け
て
の
議
論
が
多
く
あ
る
中
で
、
パ
ネ

リ
ス
ト（
桜
美
林
大
学　
舘
昭
氏
、
上
智
大
学　
山
本
浩
氏
、
そ
し
て
同

志
社
大
学　

圓
月
勝
博
氏
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
の
事
例
を
通
し
て
、

G
P
A
そ
の
も
の
の
在
り
方
、
導
入
に
よ
る
効
果
、
さ
ら
に
は
G
P
A

を
含
め
た
成
績
評
価
の
公
表
へ
と
議
論
が
広
が
り
、
フ
ロ
ア（
約
２
０
０

名
ほ
ど
の
参
加
者
と
思
わ
れ
た
）か
ら
の
質
問
、
熱
気
の
あ
る
議
論
が
展

開
さ
れ
た
。
甲
南
大
学
で
は
F
D
を
含
め
た
「
教
育
評
価
」
の
取
組
も

緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
不
足
し
が
ち
な
、
活
発
な
議
論
、
粘
り
強

い
取
り
組
み
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
の
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」

で
の
多
く
の
大
学
関
係
者
と
の
懇
談
か
ら
「
大
学
間
連
携
」
の
重
要
性

を
痛
感
し
、
今
後
の
つ
な
が
り
を
確
認
し
あ
う
こ
と
の
で
き
た
い
い
１
日

で
あ
っ
た
と
思
う
。


